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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 この論文は、11 世紀後半、平安時代の末期に流行をみた今
いま
様
やう
と呼ばれる歌謡を対象に、主として
注釈という方法によって、表現の来歴や、うたわれた場を解明することに努め、その文学史上の位置
づけを試みようとするものである。 
 この論文が、梁塵秘抄に伝えられる今様の注釈作業を進めるにあたって、最も重視するのは、それ
ぞれの歌謡の詞句のよってくる来歴、どんな生い立ちの言葉によって成り立っているのかという点で
ある。第一部「今様の雅と俗」は、わが国古来の和歌や中国の詩文を受容する、その状況をめぐって、
伝統への依存(｢雅｣)と新奇の趣向(｢俗｣)という観点から今様の位置を見定めようとする考察。第二部
「今様の神と仏」は、今様が神や仏をうたう、その表現や発想における伝統の踏襲(｢雅｣)と新しい局
面(｢俗｣)とを析出することを通して、今様が中世への志向をもつものであったとする考察である。 
 第一部「今様の雅と俗」は、『梁塵秘抄』巻二、四句神歌のうち｢雑｣に収められた歌謡をめぐって、
伝統の和歌とはいくぶん異質な漢語・漢詩文を積極的に素材として取り入れた面があることを論証し
ている。歌謡番号 409における｢鏡
カガミ
暗
クモル
｣(化粧をしなくなったさま)・｢顦顇
ヤ ツ ル
｣などの用語、407 におけ
る『開元天寶遺事』・『杜陽雜編』・『太平廣記』の受容など。さらに、当時の習俗を詠みこんだり、仏
典に基づく表現が見えることを指摘している。410における「蚤」、12における「門松」、453におけ
る『佛説觀佛三昧海經』などがそれであり、こうした側面が後世の俳諧文芸へとつながるという指摘
も貴重である。 
 第二部「今様の神と仏」は、『梁塵秘抄』巻二、四句神歌、神分の部類に収められる神仏賛嘆の今
様をめぐって、その表現の特色をさぐろうとする試みである。260 における熊野権現参詣、251 にお
ける貴船明神参詣、254(および 253)における天台比叡山参詣、268における日吉社参籠などについて、
｢俗｣への明確な志向があることを論じている。これらの考察は、『梁塵秘抄』に伝わる今様に、中世
へのいっそうの傾斜を読み取ろうとするもので、今後、さらに周辺の資料の徹底的な解読を通して、
豊かな発展を期待することができる。 
 終章は、以上の考察のまとめである。 
 この論文は、平安時代末期に編纂された今様集成『梁塵秘抄』を対象として、注釈作業に取り組み、
その詞句・表現の意味するところを明らかにするとともに、それらの来歴と位相について思索をめぐ
らせ、いかなる人びとにより、いかなる情況の中で生み成された詞章であるのかを論じた力作である。
｢雅｣と｢俗｣という指標によって文藝の位置を解明しようとする方法によって、今様の位置が相応に明
らかにされたと言うことができる。 
 今後のこととして望まれるのは、先だつ古代歌謡における表現の様相、あるいは平安時代の催馬
楽・風俗歌など、今様より後の閑吟集や松の葉などの歌謡の様相、さらには俳諧などにおける｢俗｣
の展開、等等、注釈作業を継続・蓄積することであり、そうした作業を通して、考察の射程はいっそ
う確かなものに昇華されるはずである。その基礎をなす業績として、この論文の意義は、大きい。 
 以上の所見により、この論文は、大阪市立大学 博士(文学)の称号を授与するに値する、極めてす
ぐれた研究成果であると認定される。 
